平成３１年２月１３日
日本将棋連盟山形県支部連合会

支部長　各位
事務局　各位
日本将棋連盟山形県支部連合会

（書記）事務局長　石井知征
山形県支部連合会新年会　会議録

1． 日時　　平成３１年２月１１日（土）１５時より

2． 場所　　天童市天童温泉　滝の湯ホテル
3． 会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会　石井事務局長）

・開　　会　日本将棋連盟山形県支部連合会副会長兼幹事長　花輪　正明
・挨　　拶　日本将棋連盟山形県支部連合会会長　　　　　　大泉　義美
（要旨）ご多用の中、お集まりいただきありがとうございます。
本日は連盟から鈴木輝彦理事、中田宏樹八段、山形新聞から編集局将棋担当の堀川
さんのご出席をいただき感謝申し上げます。
昨年は、二千局盤来におけるギネス記録の達成や、将棋の日が天童で開催されるな
ど、イベントが多かったが色々と実りのある年であった。本年も多くの行事があり
ますので、各支部の皆様に協力をお願いしたい。
また、１月２０日に全国県連会長会議が開催ましたので、後に報告いたします。
・来賓挨拶　日本将棋連盟理事　　　　　　　　　　　　　　鈴木　輝彦　八段
（要旨）本日は連盟から私と中田八段が派遣されておりますので、代表して私から連盟の現
状を話させていただく。２年程前から連盟の売り上げが伸びており、今年度の決算
では３０億を超えると予想されている。藤井七段活躍もあると思われる。
本日、皆様方からのご意見なども踏まえて、より良い将棋界にしたいと思っている。
よろしくお願いしたい。
　　　　　　　　山形新聞社編集局将棋担当　　　　　　　　　　堀川　広訓　氏
　　　　　（要旨）いつも本紙主催の大会では本当にお世話になっている。支部連合会様には大変お世
話になりますが、よろしくお願いしたい。
　　　　　　　　天童市役所商工観光課長　　　　　　　　　　　村山　秀司　　　氏
　　　　　（要旨）懇親会には新関副市長が出席されますので、よろしくお願いします。昨年は、二千
局盤来におけるギネス記録の達成や将棋の日が天童で開催された際には、県連並び
に天童支部の皆様には大変お世話になりました。本年もよろしくお願いします。
４．自己紹介
５．議長選出　　慣例により大泉県連会長が議長に選出
６．議事（議長　大泉県連会長）

①各支部普及状況について
（議長）　　　　各支部からの報告をお願いしたい。
　（安藤村山支部長）子ども教室を１０年ほどやっており、現在は文化庁からの助成金もいただいている。将棋を通して大人になってもやれるようにと思って指導している。
　　　　　　　　　子どもは１２～１５名くらいで、そのような中から特別に強い子が出ることも期待している。親たちからの理解が得られてきている。

　　　　　　　　　楯岡小では校長先生の理解もあって校長杯の大会を１０年位やっており、これが山形新聞に大きく取り上げられた。
　（議長）　　　　ここにその新聞がある。山形新聞から大きく取り上げられて、大変良かったと思っている。

　（佐々木酒田荘内支部長）高齢化もあって会員が減ってきている。
　　　　　　　　　子ども教室は１０年になる。そのこともあって新たに子ども会員が増えている。

　　　　　　　　　今年度から酒田市より助成をいただき、２０名程度の将棋教室をやっている。また狩川の小学校にも指導に行っている。
　　　　　　　　　文化庁からの予算をもらうことが大変で、鶴岡支部から聞いて今年申請している。
　　　　　　　　　この件に関しては後払いと聞いているが、具体的にこうやったらもらえるとか、事例を含めて検討していただきたい。
　（阿部寒河江支部長）子どもたち７名には、市の施設で支部会員４名で土曜日に教えている。見学に見られる子もいるが、なかなか入会には至らない。
　　　　　　　　　子どもは、強くなるより楽しければ良いと考えている。

　　　　　　　　　支部会員の高齢化が進み、６０歳以上が３分の２で、現在は目減りして３０名位になっている。
今教えている小学生が、将来支部会員になってくれればと思っている。
　（矢作河北支部事務局長）子ども教室はやっていない。
　　　　　　　　　町から子ども教室をやって欲しいとの要望があり、２校でやったがとん挫している。
　　　　　　　　　支部会員が最大４０名位あったが、今は１８名まで減っている。今年３名の入会希望があり２１名位になりそうである。
　（高野山形支部幹事長）２５万都市であるのに会員が減っており、４０名を割った。その内子どもが約半分。
　　　　　　　　　十字屋子ども大会が十字屋の消滅により中止になった。
　　　　　　　　　今年の新春囲碁将棋大会は、囲碁が約６０名、将棋が約９０名のさんかであった。
　　　　　　　　　その内将棋のＡクラスの１～３位は中学生と様変わりしている。
　　　　　　　　　花笠将棋大会も５０年を超している。
　（花輪天童支部幹事長）支部会員は２８０名チョットで全国２位。
　　　　　　　　　２８０名の内訳は、一般会員が約７０名、名誉会員が７０名、子どもが１４０名。
　　　　　　　　　本支部でも高齢化が進行している。

　　　　　　　　　毎週のように大会があるが、特に子ども大会が増えている。
　　　　　　　　　人間将棋や大山杯大会等とめじろ押しで、会員は大変かと思っている。
　　　　　　　　　子どもは２年前に比べて２倍と増えているが、逆に指導者不足の状況にある。
　（細矢新庄支部副支部長）準会員が増えて３０名位の会員。
　　　　　　　　　各種大会の予選会を４～５回。他に月例会を開催している。
　　　　　　　　　当支部でも高齢化が進んでいる。会員を減らさないように、各種大会の賞品も偏ら
ないように、手厚くなるように配慮している。
　（渡部庄内支部長）会員は１２名。
　　　　　　　　　月２回将棋教室をやっている。子どももおり、バランス良いと思っている。

　（議長）　　　　①高齢化が進んで運営する人が足りなくなっていると思った。
　　　　　　　　　②天童市の文化庁事業は、３９７，０００円。最初は大変であったが、慣れるとそ
うでもないようだ。
　　　　　　　　　　立て替えなければならないという大きな課題がある。天童支部では１０月頃には
事業が終わるようにして、年度内に金が入るように計画している。
　　　　　　　　　　支部の金でとりあえず立て替え、入金したら支部に返すようにしている。
　　　　　　　　　　皆様からご意見があればいただきたい。
　（安藤支部長）　連盟で初心者向けのパンフレットを新しくして、支部に配布すると聞いていたが、
どうなっているのか。

　（鈴木理事）　　遅れているのか、普及部に聞いてみる。
　（花輪幹事長）　サンプルを見ているので、そろそろ来るのかなと思っている。
②全国県連会長会議報告
　大泉会長から別添資料を説明
③県連日程等
　花輪幹事長から別添の事業計画を説明
④県大会対戦方法について
　　花輪幹事長から別添の職場・団体対抗戦県大会並びに名人戦県大会の方法についての変更（案）を説明
　　　①職場・団体対抗戦県大会について
　　　　・対局規定中、②の予選成績順位の決め方に、５．直接対戦　を加える。
　　　　　大会スケジュールを変更説明
（議長）　　　　　いかがでしょうか。
（全員）　　　　　異議なし
　　②名人戦県大会について
　　　・問題点として、全国大会に併せて、予選３回戦が同組対戦になっているため、同じ対戦組合
せになる可能性がある。

　　　・そこで、案１から案３の説明を行う
　　　　案１は、現行と同じ方式であるが、予選３回戦は隣のブロックと行う。
　　　　案２は、ＡＢブロックに８名に分けて、３回戦のスイス式にする（持ち時間を全国大会と同じ５０分にする）。これで１位と２位を決めて、翌日に準決勝と決勝を行う。
　　　　案３は、案２の２まで同じであるが、ブロックで１位から４位を決める。８名によるトーナ
メントを行う。翌日に準決勝と決勝を行う。
　（議長）　　　　　案１から案３まで事務局から提案がありましたが、時間的な制約もあり、主催します山形新聞様と事務局の調整に一任ということでいかがでしょうか。

　（全員）　　　　　異議なし
　（議長）　　　　　この件に関してご意見等あれば。
　（阿部支部長）　　選手方から、宿泊８名の要望を伺っている。
　（堀川さん）　　　宿泊は４名となっており、増やすのは大変かと思うが、一応持ち帰り返答したい。

　（花輪幹事長）　　以前８名となっていたが、翌日の準決勝や決勝、表彰式まで出席するのなら分か
るが、朝にすぐ帰る方がほとんどであった。このようなことも影響しているので
はないか。
　

　④その他
　（議長）　　　　　その他、ご意見を伺いたい。
　（山口村山支部幹事長）ねんりんピックの参加チームが段々と減ってきている。山形のチーム方式が
良いのか、他の県のように個人戦上位３名で良いのか。ご意見を伺いたい。
　（花輪幹事長）　　主催していただいておられる、山形県庁支部の小関支部長さんの考えも伺う必要
があるのではないか。

　（石井事務局長）　参加者が減っているのは事実ですので、この度の議事録作成に当たり、各支部に
ご意見を求めるようにしたいと思いますが、いかがでしょうか。

　（議長）　　　　　各支部にご意見を求めることで、いかがでしょうか。
　（全員）　　　　　異議なし

５．講演（書記　花輪）
　１）「子どもたちへの指導等について」　　　　　　　　　　日本将棋連盟　中田　宏樹　八段
　　【要旨】
　　・現在小学校に、土曜日、出張指導を行っている
　　・連盟女性教室でも教えている
　　・ルールを知らない子がほとんど

　　・ＰＴＡは出席しない

　　・集中力がない、長時間続かない、スタミナがない
　　・１対１は長時間難しい

　　・小３以下は授業も短いので長時間は疲れるようだ

　　・ルールを教えるとき、玉・飛・歩の動きのみ教える

　　・駒がぶつかると集中する

　　・取る・取られる、これが重要

　　・実戦を行うようにしている、講座ではすぐにあきる

　　・楽しさを教える

　　・ルールが解ったあとのポイント

　　　数の攻めを教える
　　　詰め将棋と玉を攻めることを混同しないように

　　　詰ますときに金を残すこと

　　　ヒントを与える

　　・女性は攻めが苦手

　　・５級くらいの子は、ほめること

　　・棋力に会わせて、ほめること

　　・子どもでも大人でも、ほめられると嬉しい

（以上）
